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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャッターキーと、
　前記シャッターキーが押されたことに応じて動画像データ又は静止画像データを入力す
る画像入力手段と、
　前記画像入力手段により入力される画像データを圧縮符号化する圧縮手段であって、１
画面分の画像データの静止画圧縮、第１の圧縮率の動画圧縮、及び前記第１の圧縮率より
低い第２の圧縮率の動画圧縮の何れかで圧縮する圧縮手段と、
　通信相手に前記第１の圧縮率の動画圧縮で圧縮された動画像データを送信し、前記通信
相手から動画像データを受信する送受信手段と、
　前記静止画圧縮で圧縮された画像データ、及び前記第２の圧縮率の動画圧縮で圧縮され
た動画像データを記録媒体に記録可能な記録手段と、
　前記送受信手段により送信される動画像データの動画像及び受信される動画像データの
動画像を表示する表示手段と、
　動画モード及びオートモードを設定する設定手段と、
　前記通信相手と通信中であるか否かを判定する判定手段と、
　前記圧縮手段、前記送受信手段及び前記記録手段を制御する制御手段
とを具備し、
　前記制御手段は、前記シャッターキーが押されたときに前記設定手段により動画モード
が設定されている場合、前記画像入力手段に動画像データを入力させ、当該入力された動
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画像データを前記圧縮手段に前記第２の圧縮率の動画圧縮で圧縮させ、当該圧縮された動
画像データを前記通信相手にリアルタイムで送信せずに、記録媒体に記録させ、
　前記制御手段は、前記シャッターキーが押されたときに前記オートモードが設定されて
いる場合であって、前記判定手段により通信中であると判定されたときには、前記画像入
力手段に動画像データを入力させ、当該入力された動画像データを前記圧縮手段に前記第
１の圧縮率の動画圧縮で圧縮させ、当該圧縮された動画像データを前記通信相手に送信さ
せ、
　前記制御手段は、前記シャッターキーが押されたときに前記オートモードが設定されて
いる場合であって、前記判定手段により通信中でないと判定されたときには、前記画像入
力手段に１画面分の画像データを入力させ、当該入力された静止画像データを前記圧縮手
段に前記静止画圧縮で圧縮させ、当該圧縮された静止画像データを前記通信相手にリアル
タイムで送信せずに前記記録媒体に記録させる
ことを特徴とする携帯通信装置。
【請求項２】
　画像入力手段により入力される動画像データを通信相手にリアルタイムで送信し、前記
通信相手から送信される動画像データを受信し、前記画像入力手段により入力される動画
像データの動画像とともに通信相手から受信された動画像データの動画像を表示する携帯
通信装置が行う通信方法であって、
　シャッターキーが押されたときにオートモードが設定されている場合で通信中であると
き、前記画像入力手段に動画像データを入力させ、当該入力された動画像データを第１の
圧縮率の動画圧縮で圧縮してから通信相手にリアルタイムで送信するステップと、
　前記シャッターキーが押されたときに前記オートモードが設定されている場合で通信中
でないとき、前記画像入力手段に１画面分の静止画データを入力させ、当該入力された静
止画データを静止画圧縮で圧縮してから前記記録媒体に記録するステップと、
　前記シャッターキーが押されたときに動画モードが設定されている場合に、前記画像入
力手段に動画像データを入力させ、当該入力された動画像データを、前記通信相手にリア
ルタイムで送信せずに、前記第１の圧縮率よりも低い第２の圧縮率の動画圧縮で圧縮して
から前記記録媒体に記録するステップ
とを具備することを特徴とする通信方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、携帯通信装置及び通信方法に関し、より具体的には、画像入力手段及び画像
表示手段を具備する携帯通信装置及び通信方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
撮像手段のような画像入力手段を無線又は有線で接続して、画像を入力及び送信できるよ
うにした携帯通信装置は、公知である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、従来の携帯通信装置は、データを送信する場合に、目的に合った通信方式で通
信することができなかった。
【０００４】
　本発明は、このような不都合を解消した携帯通信装置及び通信方法を提示することを目
的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る携帯通信装置は、シャッターキーと、前記シャッターキーが押されたこと
に応じて動画像データ又は静止画像データを入力する画像入力手段と、前記画像入力手段
により入力される画像データを圧縮符号化する圧縮手段であって、１画面分の画像データ
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の静止画圧縮、第１の圧縮率の動画圧縮、及び前記第１の圧縮率より低い第２の圧縮率の
動画圧縮の何れかで圧縮する圧縮手段と、通信相手に前記第１の圧縮率の動画圧縮で圧縮
された動画像データを送信し、前記通信相手から動画像データを受信する送受信手段と、
前記静止画圧縮で圧縮された画像データ、及び前記第２の圧縮率の動画圧縮で圧縮された
動画像データを記録媒体に記録可能な記録手段と、前記送受信手段により送信される動画
像データの動画像及び受信される動画像データの動画像を表示する表示手段と、動画モー
ド及びオートモードを設定する設定手段と、前記通信相手と通信中であるか否かを判定す
る判定手段と、前記圧縮手段、前記送受信手段及び前記記録手段を制御する制御手段とを
具備し、前記制御手段は、前記シャッターキーが押されたときに前記設定手段により動画
モードが設定されている場合、前記画像入力手段に動画像データを入力させ、当該入力さ
れた動画像データを前記圧縮手段に前記第２の圧縮率の動画圧縮で圧縮させ、当該圧縮さ
れた動画像データを前記通信相手にリアルタイムで送信せずに、記録媒体に記録させ、前
記制御手段は、前記シャッターキーが押されたときに前記オートモードが設定されている
場合であって、前記判定手段により通信中であると判定されたときには、前記画像入力手
段に動画像データを入力させ、当該入力された動画像データを前記圧縮手段に前記第１の
圧縮率の動画圧縮で圧縮させ、当該圧縮された動画像データを前記通信相手に送信させ、
前記制御手段は、前記シャッターキーが押されたときに前記オートモードが設定されてい
る場合であって、前記判定手段により通信中でないと判定されたときには、前記画像入力
手段に１画面分の画像データを入力させ、当該入力された静止画像データを前記圧縮手段
に前記静止画圧縮で圧縮させ、当該圧縮された静止画像データを前記通信相手にリアルタ
イムで送信せずに前記記録媒体に記録させることを特徴とする。
　本発明に係る通信方法は、画像入力手段により入力される動画像データを通信相手にリ
アルタイムで送信し、前記通信相手から送信される動画像データを受信し、前記画像入力
手段により入力される動画像データの動画像とともに通信相手から受信された動画像デー
タの動画像を表示する携帯通信装置が行う通信方法であって、シャッターキーが押された
ときにオートモードが設定されている場合で通信中であるとき、前記画像入力手段に動画
像データを入力させ、当該入力された動画像データを第１の圧縮率の動画圧縮で圧縮して
から通信相手にリアルタイムで送信するステップと、前記シャッターキーが押されたとき
に前記オートモードが設定されている場合で通信中でないとき、前記画像入力手段に１画
面分の静止画データを入力させ、当該入力された静止画データを静止画圧縮で圧縮してか
ら前記記録媒体に記録するステップと、前記シャッターキーが押されたときに動画モード
が設定されている場合に、前記画像入力手段に動画像データを入力させ、当該入力された
動画像データを、前記通信相手にリアルタイムで送信せずに、前記第１の圧縮率よりも低
い第２の圧縮率の動画圧縮で圧縮してから前記記録媒体に記録するステップとを具備する
ことを特徴とする。
【０００７】
【実施例】
以下、図面を参照して、本発明の実施例を詳細に説明する。
【０００８】
図１は、本発明の一実施例の概略構成ブロック図を示す。本実施例の構成及び動作を説明
する前に、基本的な機能を説明する。第１に、動画像をＣＣＤカメラで撮影して、本装置
内のデータ記憶媒体に記憶でき、また、遠隔地に送信できる。例えば遠隔地のコンピュー
タに送信でき、それに装備される記憶媒体にリアルタイムに画像データを格納できる。第
２に、静止画像をＣＣＤカメラで撮影して、本装置内のデータ記憶媒体に記憶でき、また
、遠隔地に送信できる。例えば、遠隔地のコンピュータに送信でき、それに装備される記
憶媒体に格納できる。第３に、動画も静止画も伴わずに、通常の携帯電話と同様に、音声
で通話できる。
【０００９】
図１に示す実施例の構成を説明する。１０はＣＣＤカメラであって、撮影画像をＲ、Ｇ及
びＢ成分に分けて出力する。１２は、ＣＣＤカメラ１０から出力されるＲＧＢ画像信号を
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ディジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器、１４は、Ａ／Ｄ変換器１２の出力画像データを
１画面分記憶するフィールド・メモリ、１６はフィールド・メモリ１４から出力されるデ
ィジタル画像データをアナログ信号に変換するＤ／Ａ変換器、１８はＤ／Ａ変換器１６の
出力画像信号を画像表示する表示装置である。
【００１０】
２０は、Ａ／Ｄ変換器１２及びＤ／Ａ変換器１６の変換タイミング並びにフィールド・メ
モリ１４の書き込み及び読み出しタイミングを制御するタイミング制御回路である。
【００１１】
２２は、全体を制御するＣＰＵ、２４は、ＣＰＵ２２のためのプログラム及び固定データ
を記憶するＲＯＭ、２６は、可変データを記憶するＲＡＭ、２８は、映像入力のためのシ
ヤッタ・キー、通信相手を発呼するためのダイヤルキー、入力する映像が静止画か動画か
を指定するキー等を具備するキーパッドである。
【００１２】
３０はディジタルビデオ規格に準拠する画像コーデック（符号化復号化回路）であり、フ
ィールド・メモリ１４の画像データを圧縮符号化して画像メモリ３１に格納し、画像メモ
リ３１に格納される圧縮画像データを伸長してフィールド・メモリ１４に格納する。
【００１３】
　３２は、Ｈ．２６３規格に準拠する画像コーデック（符号化復号化回路）であり、フィ
ールド・メモリ１４の画像データを圧縮符号化し、圧縮画像データを伸長してフィールド
・メモリ１４に格納する。なお、画像コーデック３２によるＨ．２６３規格の圧縮は、画
像コーデック３０によるディジタルビデオ規格の圧縮によりも高い圧縮率を達成できる。
この点で、画像コーデック３２は高圧縮率の圧縮方式に準拠し、画像コーデック３０は低
圧縮率の圧縮方式に準拠する。
【００１４】
３３は静止画像を記憶する画像メモリ、３４は、画像メモリ３３に記憶すべき画像を圧縮
符号化し、画像メモリ３３から読み出した圧縮画像データを伸長する画像コーデック（符
号化復号化回路）である。
【００１５】
３６は、装置全体に電源を供給するバッテリである。
【００１６】
３８は、通信路として無線通信（ＰＨＳ）、有線通信（ＩＳＤＮ）及び光（赤外線）通信
の何れか１つを選択するスイッチである。
【００１７】
４０は、ＰＩＡＦＳプロトコル処理回路（無線通信制御回路）であり、呼接続制御（ＰＨ
Ｓの規格ＲＣＲ　ＳＴＤ－２８に関する制御）によって回線が接続された後のＰＩＡＦＳ
のプロトコル処理を行う。この処理回路４０は、ＰＩＡＦＳのデータ通信処理とリアルタ
イム通信処理の両方を行ない、ＣＰＵ２２からの指示に従いデータ通信かリアルタイム通
信かを選択する。リアルタイム通信は、Ｈ．３２４Ｍ規格に準拠する。画像データはＨ．
２６３規格に従って圧縮され、音声データはＧ．７２３．１規格に従って圧縮されるが、
処理回路４０自体は、この圧縮を行わない。多重化処理もＨ．２２３Ｍに準拠する。通信
制御はＨ．２４５に準拠する。処理回路４０は、Ｈ．２２３Ｍ及びＨ．２４５の処理を含
む。
【００１８】
４２は、発着信制御を行い、回線が接続した後のＸ２５プロトコル処理を行なう回路（有
線通信制御回路）である。
【００１９】
４４は、光通信制御回路であり、赤外線によりコンピュータとの間でのローカルな赤外線
通信プロトコルＩｒＤＡを処理する。
【００２０】
ＰＩＡＦＳプロトコル、Ｘ２５プロトコル及びＩｒＤＡプロトコルの詳細は公知であり、
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その内容は本実施例の特徴とは関係しないので、詳細な説明を省略する。
【００２１】
４６は無線通信回路であり、無線回線を確立するまでに必要なプロトコル（ＰＨＳの規格
ＲＣＲ　ＳＴＤ－２８に関する制御）を処理し、アンテナ４８が接続する。
【００２２】
５０はＩＳＤＮ通信回路であって、ＩＳＤＮ回線を確立するまでに必要なプロトコルを処
理する。この規格も公知なので詳しい説明を省略する。
【００２３】
５２は光通信回路であって、ローカルな赤外線通信をコンピュータと行うための回路であ
る。プロトコル処理以外の処理も行う。本実施例では、ＩｒＤＡに準拠する光通信方式を
採用するが、この技術の詳細も公知なので詳しい説明を省略する。
【００２４】
５４はマイク、５６はマイク５４からの音声信号をディジタル信号に変換して、音声コー
デック（符号化復号化回路）５８，６０に供給するるＡ／Ｄ変換器、６２は音声コーデッ
ク５８，６０からの音声データをアナログ信号に変換するＤ／Ａ変換器、６４はＤ／Ａ変
換器６２からの音声信号を音声出力するスピーカである。
【００２５】
音声コーデック５８は、マイク５４又は通信系から入力した音声情報をディジタルビデオ
規格に準拠して符号化して音声メモリ６６に格納し、音声メモリ６６に格納されるディジ
タルビデオ規格で符号化された音声データを復号化する。
【００２６】
音声コーデック６０は、マイク５４から入力した音声情報をＧ．７２３．１規格に準拠し
て符号化し、Ｇ．７２３．１規格で符号化された音声データを復号化する。
【００２７】
６８は音源であり、他の端末などから着信があった場合の着信音等を発生する。
【００２８】
図２は、本実施例の正面図を示す。カメラ１０は、Ａの部分で本体に対して回転自在に支
持されている。
【００２９】
７０は設定キーであり、本実施例では、オート・モード、動作モード、静止画モード、音
声モード及びデータ送信モードを設定できる。表示装置１８の表示画面上の左側部分（状
態表示領域）１８ａには、設定キー７０で選択可能なモードが表示される。設定キー７０
を押下した後、設定したいデータ種目を数字キー７２により選択する。数字キー７２は、
通信相手端末のダイヤル番号を入力するのにも使用される。
【００３０】
オート・モードが設定されると、撮影モード（動画撮影モード又は静止画撮影モード）を
通信中か否かの状態によって自動的に選択する。通信中のときにはＨ．２６３規格に準拠
する動画撮影モードを選択し、通信中でなければ静止画撮影モードを選択する。
【００３１】
動画モードが設定されると、他の条件によらず、撮影モードは、ディジタル・ビデオ規格
に準拠する動画撮影モードになる。
【００３２】
静止画モードが設定されると、他の条件によらず、撮影モードは静止画撮影モードになる
。表示画面の点線より右側部分（ファインダ領域）１８ｂがＣＣＤカメラ１０のファイン
ダとなる。
【００３３】
音声モードが設定されると、ＣＣＤカメラ１０とそのファインダ領域１８ｂは動作せず、
音声のみが処理される。
【００３４】
データ送信モードが設定されると、記憶されている録画データを通信相手に送信する。
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【００３５】
７４は、通信中を示すＬＥＤであり、他の通信端末と通信している状態であるときに点灯
する。
【００３６】
７６は録画中を示すＬＥＤ付のオン／オフ・スイッチであり、このキーを押下すると録画
モードになり、ＬＥＤが点灯する。再度押下すると、録画モードでなくなり、ＬＥＤは消
灯する。
【００３７】
７８はカウンタ表示を指示するキーであり、このキー７８を押下すると、ＣＣＤカメラ１
０から入力し録画した画像データ（静止画）の枚数が状態表示領域１８ａに表示される。
【００３８】
８０は通信手段を変更する切替えスイッチであり、１度押下すると、現在設定されている
通信手段が表示画面の状態表示領域１８ａに表示され、再度、押下すると次の通信手段に
表示が変更される。即ち、スイッチ８０を押す度に、通信手段の表示が変更される。３秒
間、このスイッチ８０を押さないと、通信手段の表示が消えるとともに、表示されていた
通信手段が設定される。通信手段の切り替え順序は、無線通信、有線通信及び光通信の順
である。デフォルトは無線通信である。
【００３９】
８２は、録画した静止画像データの再生表示を指示する再生表示キーであり、ＣＣＤカメ
ラ１０から入力した画像を再生表示する場合は、このキー８２を押下した後に数字キー７
２で適当な数値を入力することにより、入力された数値に該当するページの画像が再生表
示される。その後は、▽（ダウン）キー８４及び△（アップ）キー８６により、表示する
ページを前後のページに変更できる。
【００４０】
８８は、静止画録画の場合はシヤッタとなり、動画記録の場合はＣＣＤカメラ１０からの
映像の取り込み開始／停止（取り込み画像の表示／停止）を指示するシャッタ・キーであ
る。動画の場合の開始と停止が押下する毎に繰り返されるトグル・スイッチになっている
。オートモードが設定されている場合、通信中か否かで動画撮影か静止画撮影かが変わる
が、シヤッタ・キー８８押下時の動作は同じである。
【００４１】
９０は、電源のオン／オフを切り換える電源キーであり、押下する毎に電源オン／オフを
繰り返す。静止画の場合、スイッチ９０をオンにすると、ＣＣＤカメラ１０による撮影画
像をファインダ領域１８ｂに表示し、電源をオフにすると、ＣＣＤカメラ１０、表示装置
１８及びその他の部品の電源を遮断する。
【００４２】
９２は、スピーカ６４の出力レベルを設定するボリューム・キーであり、最低（最左端）
にすると、出力音量がゼロになる。９４は、マイク５４の入力レベルを設定するボリュー
ム・キーであり、最低（最左端）にすると、マイク５４のゲインがゼロになり、音が入力
されなくなる。
【００４３】
９５は発信又は着信の受付を指示する発信／着信キーである。
【００４４】
９６は実行中の処理を中断する場合に押下するストップ・キーである。このキー９６が押
下されると、実行中の処理が直ちに中断される。
【００４５】
設定キー７０によって静止画モードが設定されている場合、電源キー９０が押下されて電
源が入った状態では、ＣＣＤカメラ１０から入力される画像は、表示装置１８のファイン
ダ領域１８ｂに表示される。シヤッタ・キー８８を押下すると、ＣＣＤカメラ１０から出
力されてフィールドメモリ１４に格納された静止画像データが画像メモリ３１に圧縮記憶
される。
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【００４６】
設定キー７０によって動画モードが設定されている場合、シヤッタ・キー８８が押下され
ると、ＣＣＤカメラ１０から出力される画像は、表示装置１８のファインダ１８ｂに表示
される。次に録画キー７６が押下されると、ＣＣＤカメラ１０から出力される画像が逐次
、画像メモリ３１に圧縮記録され、録画キー７６に付属するＬＥＤが点灯する。
【００４７】
図３は、本実施例の背面図を示す。９８はＩＳＤＮ用モジュラージャック、１００は、光
通信（例えば、ＩｒＤＡ）で使用するＬＥＤ光の送受信部である。
【００４８】
図４は、本実施例を使用する通信システムの概略構成ブロック図を示す。１１０は交換網
であって、公衆網又は構内網のどちらでもよい。１１２，１１４は本実施例からなる端末
装置、１１６はコンピュータである。１１８は基地局であり、端末装置１１２と交換網１
１０を無線及び有線で接続する。端末装置１１４は、コンピュータ１１６と光通信方式で
通信する。１２０は通常の電話端末である。
【００４９】
図５～図１０に示すフローチャートを参照して、本実施例の動作を説明する。なお、図５
乃至図１０に示すフローチャートは、使用者の操作を受けて、端末装置１１２，１１４（
のＣＰＵ２２）がどのように動作するかを示す。
【００５０】
図５は、本実施例のメイン・ルーチンのフローチャートを示す。先ず、動画像を撮影する
場合の一連の動作を説明する。電源キー９０がオンになると、バッテリ３６から各部に電
源が供給される（Ｓ１）。ＣＰＵ２２が、ＲＯＭ２４に記憶されているプログラムで指定
されている処理を開始する。ＣＰＵ２２は初めに、各処理部に故障があるか否かをチェッ
クする（Ｓ２）。いずれかの処理ブロックに故障があると（Ｓ３）、障害発生を使用者に
通知する（Ｓ４）。例えば、エラーを表示したり、表示装置１８の故障に対して音を発生
したり、或る機能が使用不能であることを使用者に通知する。
【００５１】
故障が無いか又は、機能を制限して使用可能である場合（Ｓ３）、無線通信回路４６又は
有線通信回路５０からの着信の有無をチェックし（Ｓ５）、着信があれば、着信処理を実
行する（Ｓ６）。着信が無ければ（Ｓ５）、発信／着信キー９５の押下による発信指示の
有無をチェックし（Ｓ７）、発信指示があれば、発信処理を実行する（Ｓ８）。
【００５２】
発信もなければ（Ｓ７）、静止画モードか否かをチェックし（Ｓ９）、静止画モードであ
れば、静止画処理を実行する（Ｓ１０）。
【００５３】
静止画モードでなければ（Ｓ９）、キーパッド２８のシヤッタ・キー８８が押下されたか
否かを確認する（Ｓ１１）。シャッタ・キー８８が押下された場合（Ｓ１１）、設定され
ているモードが静止画モードのときには（Ｓ１２）、静止画処理（Ｓ１０）を、動画モー
ドのときには（Ｓ１３）、動画処理（Ｓ１４）を、オートモードのときには（Ｓ１５）、
オート処理（Ｓ１６）をそれぞれ実行する。静止画モード、動画モード及びオート・モー
ドの何れでもなければ、その他の処理を実行する（Ｓ１７）。また、シャッタ・キー８８
が押下されない場合にも（Ｓ１１）、その他の処理を実行する（Ｓ１７）。
【００５４】
図６は、オート処理（Ｓ１６）の詳細なフローチャートを示す。通信中か否かをチェック
する（Ｓ２１）。発信又は着信の処理中には、通信中であることを示すフラグにより、通
信中か否かをチェックする。通信中でなければ（Ｓ２１）、静止画処理を実行する（Ｓ１
０）。
【００５５】
通信中であれば（Ｓ２１）、マイクをオンにして（Ｓ２３）、表示画面の状態表示領域１
８ａに録画中のシンボルなどを表示し、録画スイッチ７６に付属するＬＥＤを点灯する（
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Ｓ２４）。
【００５６】
その後、ＣＣＤカメラ１０に入射する光学像を表示装置１８のファインダ領域１８ｂに表
示すると共に、マイク５４の出力音声を取り込み、ディジタル信号に変換する（Ｓ２５）
。即ち、ＣＣＤカメラ１０の出力画像をＡ／Ｄ変換器１２によりディジタル信号に変換し
、フィールドメモリ１４に一時記憶する。１画面分の画像データがフィールドメモリ１４
に記憶されると、それを読み出し、Ｄ／Ａ変換器１６によりアナログ信号に変換して表示
装置１８に印加する。これにより、ＣＣＤカメラ１０に入射する光学像が表示装置１８の
ファインダ領域１８ｂに表示される。画像表示用にフィールドメモリ１４から画像データ
を読み出している間、ＣＣＤカメラ１０からの画像データがフィールドメモリ１４に書き
込まれないように、タイミング制御回路２０がメモリ１４の書き込みと読み出しのタイミ
ングを制御し、その動作状態をＣＰＵ２２に通知する。ＣＰＵ２２は、タイミング制御回
路２０からの、フィールドメモリ１４への書き込み完了信号とフィールドメモリ１４から
の読み出し完了信号を受けて、ＣＣＤカメラ１０からの画像信号の読み出しとメモリ１４
への書き込み、並びに、フィールド・メモリ１４からの画像データの読み出しを制御する
。
【００５７】
次に、画像データをＨ．２６３規格で符号化し、音声データをＧ．７２３．１規格で符号
化する（Ｓ２６）。即ち、ファインダ領域１８ｂに表示した１画面分の画像データをフィ
ールドメモリ１４から画像コーデック３２に送出する。画像コーデック３２は入力する画
像データをＨ．２６３規格で符号化し、ＰＩＡＦＳプロトコル処理回路４０に送る。Ａ／
Ｄ変換器５６によりディジタル化された音声信号は音声コーデック６０に送られ、ここで
Ｇ．７２３．１規則に従って符号化されてＰＩＡＦＳプロトコル処理回路４０に送られる
。
【００５８】
ＰＩＡＦＳプロトコル処理回路４０は、入力した画像データと音声データをＨ．２２３Ｍ
の規格に従って多重化してＰＩＡＦＳフォーマットに入れこみ、フレーム化して無線通信
回路４６に送る。無線通信回路４６は、回路４０からのデータをＰＨＳ規格に従って、通
信相手（例えば、コンピュータ１１６）に送信する（Ｓ２７）。
【００５９】
送信し終わると、コンピュータ側からディスク（メモリ）フル等のエラーメッセージを受
信していないかどうかをチェックし（Ｓ２８）、受信していなければ（Ｓ２８）、録画ス
イッチ７６の状態をチェックする（Ｓ３０）。録画オンであれば（Ｓ３０）、次の１画面
データを入力及び送信するためにＳ２５に戻り、録画スイッチ７６がオフになるまでＳ２
５～Ｓ２８を繰り返す。
【００６０】
相手のコンピュータからエラーメッセージを受信していれば（Ｓ２８）、状態表示領域１
８ａにエラーメッセージを表示する（Ｓ２９）。
【００６１】
録画スイッチ７６がオフになるか（Ｓ３０）、エラーを表示した場合（Ｓ２９）、録画中
の表示を停止し、録画スイッチ７６に付属するＬＥＤを消灯して（Ｓ３１）、通信回線を
遮断する（Ｓ３２）。
【００６２】
シャッタ・キー８８がオフになるのを待って（Ｓ３３）、表示装置１８をオフにし（Ｓ３
４）、電源キー９０がオフかどうかを確認し（Ｓ３５）、オフならば、各部への電源供給
を遮断して終了する。
【００６３】
図６では、通信相手をコンピュータとして、画像音声情報を送信したが、通信相手が本実
施例と同様の端末装置であってもよく、また、相手から画像音声情報を受信するようにし
てもよい。その場合には、例えば、受信した画像データをファインダ領域１８ｂに表示し
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、送信している画像を確認するために、表示装置１８の画面の例えば左下に送信画像を表
示するようにすればよい。
【００６４】
図７は、動画処理（Ｓ１４）の詳細なフローチャートを示す。マイクをオンにして（Ｓ４
１）、表示画面の状態表示領域１８ａに録画中のシンボルなどを表示し、録画スイッチ７
６に付属するＬＥＤを点灯する（Ｓ４２）。
【００６５】
その後、ＣＣＤカメラ１０に入射する光学像を表示装置１８のファインダ領域１８ｂに表
示すると共に、マイク５４の出力音声を取り込み、ディジタル信号に変換する（Ｓ４３）
。即ち、ＣＣＤカメラ１０の出力画像をＡ／Ｄ変換器１２によりディジタル信号に変換し
、フィールドメモリ１４に一時記憶する。１画面分の画像データがフィールドメモリ１４
に記憶されると、それを読み出し、Ｄ／Ａ変換器１６によりアナログ信号に変換して表示
装置１８に印加する。これにより、ＣＣＤカメラ１０に入射する光学像が表示装置１８の
ファインダ領域１８ｂに表示される。画像表示用にフィールドメモリ１４から画像データ
を読み出している間、ＣＣＤカメラ１０からの画像データがフィールドメモリ１４に書き
込まれないように、タイミング制御回路２０がメモリ１４の書き込みと読み出しのタイミ
ングを制御し、その動作状態をＣＰＵ２２に通知する。ＣＰＵ２２は、タイミング制御回
路２０からの、フィールドメモリ１４への書き込み完了信号とフィールドメモリ１４から
の読み出し完了信号を受けて、ＣＣＤカメラ１０からの画像信号の読み出しとメモリ１４
への書き込み、並びに、フィールド・メモリ１４からの画像データの読み出しを制御する
。
【００６６】
次に、画像データ及び音声データをディジタル・ビデオ規格で符号化する（Ｓ４４）。即
ち、ファインダ領域１８ｂに表示した１画面分の画像データをフィールドメモリ１４から
画像コーデック３０に送出する。画像コーデック３０は入力する画像データをディジタル
・ビデオ規格で符号化して画像メモリ３１に格納し、音声コーデック５８が、Ａ／Ｄ変換
器５６によりディジタル化された音声信号をディジタル・ビデオ規格に従って符号化し、
音声メモリ６６に格納する。
【００６７】
メモリ３１又は同６６がフルかどうかをチェックし（Ｓ４６）、何れかのメモリ３１，６
６がフルならば、その旨を表示して使用者に知らせる（Ｓ４７）。何れのメモリ３１，６
６もフルでなければ（Ｓ４６）、録画スイッチ７６がオフになるまで（Ｓ４８）、Ｓ４３
に戻って、Ｓ４３以降を繰り返す。
【００６８】
録画スイッチ７６がオフになるか（Ｓ４８）、録画エラーを通知した場合には（Ｓ４７）
、マイクをオフにして録画中の表示を停止し、録画スイッチ７６に付属するＬＥＤを消灯
する（Ｓ４９）。シャッタ・キー８８がオフになるのを待って（Ｓ５０）、表示装置１８
をオフにし（Ｓ５１）、電源キー９０がオフかどうかを確認し（Ｓ５２）、オフならば、
各部への電源供給を遮断して終了する。
【００６９】
図８は、静止画処理（Ｓ１０）の詳細なフローチャートを示す。先ず、ＣＣＤカメラ１０
に入射する光学像を表示装置１８のファインダ領域１８ｂに表示する（Ｓ６１）。即ち、
ＣＣＤカメラ１０の出力画像をＡ／Ｄ変換器１２によりディジタル信号に変換し、フィー
ルドメモリ１４に一時記憶する。１画面分の画像データがフィールドメモリ１４に記憶さ
れると、それを読み出し、Ｄ／Ａ変換器１６によりアナログ信号に変換して表示装置１８
に印加する。これにより、ＣＣＤカメラ１０に入射する光学像が表示装置１８のファイン
ダ領域１８ｂに表示される。画像表示用にフィールドメモリ１４から画像データを読み出
している間、ＣＣＤカメラ１０からの画像データがフィールドメモリ１４に書き込まれな
いように、タイミング制御回路２０がメモリ１４の書き込みと読み出しのタイミングを制
御し、その動作状態をＣＰＵ２２に通知する。ＣＰＵ２２は、タイミング制御回路２０か



(10) JP 4323593 B2 2009.9.2

10

20

30

40

50

らの、フィールドメモリ１４への書き込み完了信号とフィールドメモリ１４からの読み出
し完了信号を受けて、ＣＣＤカメラ１０からの画像信号の読み出しとメモリ１４への書き
込み、並びに、フィールド・メモリ１４からの画像データの読み出しを制御する。
【００７０】
キー入力待ちになる（Ｓ６２）。このとき、使用者は、必要なら表示装置１８に表示され
るカメラ入力画像を確認しながら、カメラ１０の向きを調整してもよい。この向きの調整
は機械的なものなので、ＣＰＵ２２は何ら関知しない。
【００７１】
シヤッタ・キー８８が押されると（Ｓ６３）、ＣＣＤカメラ１０から１画面分の画像をフ
ィールド・メモリ１４に取り込み、ファインダ領域１８ｂに表示する。フィールドメモリ
１４に記憶される画像を画像コーデック３４で圧縮符号化して画像メモリ３３に書き込む
（Ｓ６４）。画像メモリ３３に空きがなければ（Ｓ６５）、その旨を使用者に通知し（Ｓ
６６）、表示をオフにして（Ｓ６８）、終了する。画像メモリ３３に空きがあれば（Ｓ６
５）、Ｓ６１に戻り、次の記録に備える。
【００７２】
入力されたキーが電源キー９０の場合（Ｓ６７）、表示をオフにして（Ｓ６８）、終了す
る。
【００７３】
その他のキーが入力された場合には（Ｓ６７）、対応する処理を実行して（Ｓ６９）、Ｓ
６１に戻る。
【００７４】
図９は、着信処理（Ｓ６）の詳細なフローチャートを示す。先ず、録画中か否かをチェッ
クする（Ｓ７１）。録画中ならば（Ｓ７１）、着信音を出力せずに、表示装置１８の状態
表示領域１８ａに着信を表示し、使用者に録画中止の操作を促す（Ｓ７２）。その場合、
単に、着信があったことを表示するのみでなく、相手電話番号、それが電話帳に登録され
ていれば、登録されている使用者の名前、及び相手端末の位置情報（相手端末がＰＨＳの
場合）等も同時に表示する。これにより、呼を接続する前に相手端末を確認でき、呼接続
の必要性と緊急性を判断できる。
【００７５】
録画中でないならば（Ｓ７１）、音源６８を起動して着信音をスピーカ６４から送出して
、使用者に着信を通知する（Ｓ７３）。使用者は、着信に応答する場合、発信／着信キー
９５を押下する。発信／着信キー９５が押下されると（Ｓ７４）、ＣＰＵ２２は、マイク
５４及びスピーカ６４をオンにし、無線通信回路４６に着信応答するよう指示して通話状
態になる（Ｓ７５））。
【００７６】
無線通信回路４６は、ＰＨＳでの音声符号化規則であるＡＤＰＣＭ符号化回路を備えてお
り、音声通話の呼を確立した後、マイク５４からの入力音声を送信処理し、通信相手から
の音声を受信処理する。
【００７７】
ストップ・キー９６が押下されると（Ｓ７６）、無線通信回路４６に回線を遮断させ、通
信を終了する（Ｓ７７）。
【００７８】
図１０は、発信処理（Ｓ８）の詳細なフローチャートを示す。ここでは、通信相手がコン
ピュータであり、記憶している画像データおよび音声データを相手のコンピュータに送信
する場合を説明する。ダイヤル・キー７２が押下されると（Ｓ８１）、入力されたダイヤ
ル情報を記憶し（Ｓ８２）、発信／着信キー９５が押下されると（Ｓ８３）、ＣＰＵ２２
は、ダイヤル入力終了と判断して、発呼処理を無線通信回路４６に指示し、無線通信回路
４６は、この指示に従い、相手端末（ここでは、コンピュータ）を呼び出す（Ｓ８４）。
【００７９】
相手からの応答を待ち（Ｓ８５）、応答があると（Ｓ８５）、データ送信モードか否かを
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をチェックする（Ｓ８６）。ＣＰＵ２２は、データ送信でない場合（Ｓ８６）、無線通信
回路４６に指示して音声通信を行い（Ｓ８７）、データ送信の場合（Ｓ８６）、ＰＩＡＦ
Ｓプロトコル処理回路４０と無線通信回路４６にデータ通信を指示をして、画像メモリ３
１から符号化画像データを読み出してＰＩＡＦＳプロトコル処理回路４０に送り、ＰＩＡ
ＦＳプロトコルのデータ通信プロトコルでデータを通信相手のコンピュータに送信する。
画像データを全て送信し終えると、次に、音声データを音声メモリ６６から読み出し、同
様に、データ通信プロトコルに従って通信相手に送信する（Ｓ８８）。
【００８０】
１フレーム送信し終える度に、通信相手のコンピュータからディスク（メモリ）フル等の
エラーメッセージを受信していないかどうかをチェックし（Ｓ８９）、受信していなけれ
ば、Ｓ８６に戻り次のフレームを送信する。全画像データ及び全音声データを送信し終え
るまで、この処理を繰り返す。
【００８１】
相手のコンピュータからエラーメッセージを受信した場合（Ｓ８９）、表示装置１８の状
態表示領域１８ａにエラーメッセージを表示し（Ｓ９０）、通信回線を切断して終了する
（Ｓ９２）。
【００８２】
また、データ送信中でも、ストップキー９６が押下された場合も（Ｓ９１）、通信回線を
切断して終了する（Ｓ９２）。
【００８３】
【発明の効果】
　以上の説明から容易に理解できるように、本発明によれば、通信中の記録では、その通
信速度で送信できるような高圧縮方式を使用し、通信でないときの記録では、高品質を得
られる低圧縮率の圧縮方式を使用するというように、状況に応じて圧縮方式が自動的に選
択されるので、使用者が状況に応じて使用すべき圧縮方法を迷うことが無くなり、操作性
が向上する。また、本発明によれば、リアルタイム通信の場合は画像データと音声データ
を多重化して送信し、記憶している画像データ及び音声データを送信する場合は画像デー
タをすべて送信してから音声データを送信するようにしたので、目的に合った通信方式で
通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例の概略構成ブロック図である。
【図２】　本実施例の正面図である。
【図３】　本実施例の背面図である。
【図４】　本実施例を使用するネットワークの概略構成図である。
【図５】　本実施例のフローチャートである。
【図６】　オート処理（Ｓ１６）のフローチャートである。
【図７】　動画処理（Ｓ１４）のフローチャートである。
【図８】　静止画処理（Ｓ１０）のフローチャートである。
【図９】　着信処理（Ｓ６）のフローチャートである。
【図１０】　発信処理（Ｓ８）のフローチャートである。
【符号の説明】
１０：ＣＣＤカメラ
１２：Ａ／Ｄ変換器
１４：フィールド・メモリ
１６：Ｄ／Ａ変換器
１８：表示装置
１８ａ：状態表示領域
１８ｂ：ファインダ領域
２０：タイミング制御回路
２２：ＣＰＵ
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２４：ＲＯＭ
２６：ＲＡＭ
２８：キーパッド
３０：画像コーデック
３１：画像メモリ
３２：画像コーデック
３３：画像メモリ
３４：画像コーデック
３６：バッテリ
３８：スイッチ
４０：ＰＩＡＦＳプロトコル処理回路（無線通信制御回路）
４２：Ｘ２５プロトコル処理回路（有線通信制御回路）
４４：光通信制御回路
４６：無線通信回路
４８：アンテナ
５０：ＩＳＤＮ通信回路
５２：光通信回路
５４：マイク
５６：Ａ／Ｄ変換器
５８、６０：音声コーデック
６２：Ｄ／Ａ変換器
６４：スピーカ
６６：音声メモリ
６８：音源
７０：設定キー
７２：数字キー
７４：通信中ＬＥＤ
７６：録画スイッチ
７８：カウンタ表示指示キー
８０：切替えスイッチ
８２：再生表示キー
８４：ダウン・キー
８６：アップ・キー
８８：シャッタ・キー
９０：電源キー
９２，９４：ボリューム・キー
９５：発信／着信キー
９６：ストップ・キー
９８：ＩＳＤＮ用モジュラージャック
１００：ＬＥＤ光送受信部
１１０：交換網
１１２，１１４：端末装置
１１６：コンピュータ
１１８：基地局
１２０：電話端末
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